
 

 
チーム名  

勝 
 
負 

 
分 

 
得 

 
失 

 
差 

 
勝点 

１ 駒 澤 大 学 10 ２ ３ 39 13 ＋26 33 
２ 法 政 大 学 ８ ２ ５ 27 16 ＋11 29 
３ 筑 波 大 学 ７ ４ ４ 33 19 ＋14 25 
４ 国 士 舘 大 学 ７ ４ ４ 19 17 ＋２ 25 
５ 順 天 堂 大 学 ６ ６ ３ 26 24 ＋２ 21 
６ 東京農業大学 ５ ５ ５ 15 24 －９ 20 
７ 流通経済大学 ５ ６ ４ 15 23 －８ 19 
８ 明 治 大 学 ５ ７ ３ 19 23 －４ 18 
９ 東京学芸大学 ５ ８ ２ 19 22 －３ 17 
１０ 中 央 大 学 ４ ７ ４ 23 26 －３ 16 
１１ 亜 細 亜 大 学 ４ ７ ４ 13 22 －９ 16 
１２ 日 本 大 学 ２ 10 ３ 14 33 －19 9 

 

＜第 15節終了時点順位表＞ 

★アシストランキング★ 
11アシスト 藤本淳吾(筑波大)  
６アシスト 石川高大(東農大) 
５アシスト  赤嶺真吾(駒 大) 
            巻 佑樹(駒 大) 
      島田祐輝(駒 大) 
      高野耕平(東学大) 

★得点ランキング★ 
10ゴール  市川雅彦(法 大) 
９ゴール   赤嶺真吾(駒 大) 
８ゴール  原 一樹(駒 大) 
７ゴール 宮崎大志郎(駒 大) 
６ゴール  福士徳文(順 大) 
          他２名 

※国士舘大学はリーグ戦後に勝ち点－７とする 

▲２点目を生んだ赤嶺、巻のＦＷコンビ。巻が

落として赤嶺が決める “理想の形”でチーム

を勝利へ導いた 

▲ 流経大の難波と空中戦を演じる廣井。強

力ＦＷに対して落ち着いて対応

2005 年９月 25 日 青山学院大学緑ヶ丘グ

ラウンド 

■インディペンデンスリーグ２００

５(後期)  

駒澤大学１－０ＲＫＵ．Ｕ－２２
【得点】()はアシスト 

[Ｒ]32分金 宏明 

【メンバー】 

GK 矢田雄基① 

DF 武田憲明①、奥野拓也③、平松俊

輔③、鳥井勇作② 

MF 隅田 翔④、山崎良介①、加藤正

樹②(→覚張真也④)、椿原徹也③(→

桐原崇弘①) 

 FW田村貴之①(→須田貴皓①)、宮田

潤③(→森本勇一①)

基本フォーメーション 

田村宮田

椿原

山崎 加藤

隅田

鳥井 武田 

奥野 平松

矢田

ジェルテックカップ インディペンデンスリーグ戦2005 【関東】（後期）  

駒駒澤澤大大学学００－－１１ＲＲＫＫＵＵ．．ＵＵ－－２２２２

全全
てて
はは
公公
式式
戦戦
出出
場場
のの
たた
めめ
にに  

前
日
の
台
風
の
影
響
に
よ
る
強
風
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
水
た
ま
り
と
い
っ
た
悪
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
の
中
Ｉ
リ
ー
グ
後
期
対
流
経
大

戦
が
行
わ
れ
た
。 

 

前
半
の
序
盤
か
ら
駒
大
は
ロ
ン
グ
ボ
ー
ル

を
多
用
し
た
試
合
展
開
を
見
せ
る
が
、
「
風

下
で
Ｄ
Ｆ
の
裏
に
蹴
る
の
が
難
し
か
っ
た
」

と
奥
野
が
語
る
よ
う
に
、
な
か
な
か
思
う
よ

う
に
ボ
ー
ル
を
運
べ
ず
中
盤
で
の
ボ
ー
ル

の
奪
い
合
い
が
続
い
た
。
Ｆ
Ｗ
の
田
村
が
攻

撃
の
起
点
と
な
り
チ
ャ
ン
ス
を
狙
う
が
、
な

か
な
か
ゴ
ー
ル
前
ま
で
持
ち
込
む
こ
と
が

で
き
な
い
。
ベ
ン
チ
か
ら
「
シ
ュ
ー
ト
を
打

て
」
と
檄
を
飛
ば
さ
れ
る
が
、
駒
大
の
シ
ュ

ー
ト
数
は
数
え
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
前
半
終
盤

に
差
し
か
か
り
、
流
経
大
の
怒
涛
の
攻
撃
に

襲
わ
れ
た
駒
大
。
何
回
も
Ｄ
Ｆ
を
突
破
さ
れ

危
な
い
シ
ー
ン
を
作
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て

３２
分
、
相
手
選
手
が
打
っ
た
シ
ュ
ー
ト
が
Ｄ

Ｆ
に
当
た
り
、
そ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
へ
吸
い
込

ま
れ
１
点
を
許
し
て
し
ま
う
。
そ
の
後
も
流

経
大
の
攻
撃
は
続
い
た
が
、
何
と
か
守
り
き

り
１
―
０
で
前
半
を
終
え
た
。 

 

後
半
も
、
前
半
と
同
じ
よ
う
な
試
合
展
開

が
続
く
。「
球
際
や
競
り
合
い
を
も
っ
と
強

く
い
け
ば
よ
か
っ
た
。
戦
う
気
持
ち
が
足
り

な
か
っ
た
」
と
隅
田
が
嘆
く
よ
う
に
、
チ
ャ

ン
ス
を
作
れ
ず
流
経
大
に
攻
め
込
ま
れ
る

シ
ー
ン
が
目
立
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
を
入
れ
替

え
ゴ
ー
ル
を
狙
う
が
、
ど
う
し
て
も
１
点
が

奪
え
な
い
。
後
半
終
盤
に
差
し
か
か
り
駒
大

は
隅
田
を
ボ
ラ
ン
チ
か
ら
ト
ッ
プ
下
に
置

き
、
Ｄ
Ｆ
の
奥
野
を
自
身
が
「
２
年
半
振
り
」

と
語
る
Ｆ
Ｗ
に
押
し
あ
げ
る
と
い
う
攻
撃

的
な
布
陣
で
臨
ん
だ
。
「
前
に
行
っ
た
の
で

点
を
決
め
よ
う
と
思
っ
て
い
た
」
（
隅
田
）

と
語
る
よ
う
に
、
何
と
か
ゴ
ー
ル
を
奪
お
う

と
積
極
的
に
動
き
回
る
が
、
シ
ュ
ー
ト
し
た

ボ
ー
ル
が
バ
ー
に
当
た
る
な
ど
運
に
も
見

放
さ
れ
、
結
局
ス
コ
ア
を
動
か
せ
な
い
ま
ま

１
―
０
で
敗
戦
し
た
。 

 

隅
田
が
「
点
を
決
め
れ
ば
い
い
ア
ピ
ー
ル

に
な
る
」
と
意
気
込
む
よ
う
に
、
こ
の
Ｉ
リ

ー
グ
は
ア
ピ
ー
ル
の
場
所
で
あ
る
。
一
つ
の

プ
レ
イ
、
一
つ
の
ミ
ス
が
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
へ

の
道
を
左
右
す
る
こ
と
は
、
ど
の
選
手
も
分

か
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
次
節
こ
そ
勝
利
を
収

め
、
納
得
の
い
く
プ
レ
イ
を
見
せ
て
も
ら
い

た
い
。 

（
大
川 

菜
都
美
）

【
右
】
途
中
３
バ
ッ
ク
に
シ
フ
ト
し
、
左
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
か
ら
左

サ
イ
ド
ハ
ー
フ
で
プ
レ
イ
し
た
鳥
井
。
「全
体
的
に
良
く
な
か
っ

た
」と
試
合
を
振
り
返
っ
た 

【
下
】
前
半
攻
撃
の
起
点
と
な
っ
て
い
た
田
村
。
果
敢
に
攻
撃

を
仕
掛
け
る
も
ゴ
ー
ル
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
。
本
人
も
「
Ｆ
Ｗ

と
し
て
何
も
仕
事
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が
一
番
悔
し
い
」
と

悔
や
ん
だ 

【左】試合後、仲吉コーチの話に耳を傾けるイレブン         (撮影･永田博義)


